
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 実は私も会議で外出しており、残念ながらお話が終わったと

ころで体育館に入りました。 

子供たちからの質問にもていねいに答えてくださっていて、

佐藤さんの温かい人柄を感じました。 

そして「おわりの言葉」を代表の〇〇さん、〇〇さんが述べ

ました。～今、安心して生活できることはとても幸せなことなのだと

改めて思いました。～被爆者の方々がいなくなっても、長崎に生まれ育

った僕たちが責任をもって平和の大切さを伝えていきたいと思います。

～と、前を向いて堂々と述べました。（右の写真） 

文責 校長 白水 聡 

令和 4 年 4 月 7 日号 

NO１ 

長崎市立矢上小学校 学校だより 

     『笑顔が花咲く矢上小』 
合い言葉「安全安心で楽しい学校 もっと！よく学び よく遊べ」 

                    

令和８年６月２５日 

NO．１３ 

校長 白水 聡 

平和学習（家族・交流証言者講話） 

２３日は、被爆されたご家族をもつ〇〇さんにお越しいただき、原爆の恐ろしさや平和の大切

さについて話していただきました。講話の内容は、お子さんに聞いてみてください。 

今年の合い言葉「歌声ひびくよ 矢上小」の実現に向けて、「月の歌」を毎月決めて、みんな

で歌うことにしています。４月は「一年生になったら」を練習して、歓迎集会で新入生に贈りま

した。５月は運動会の歌「ゴーゴーゴー」を力いっぱい歌いました。体育館で練習した日があっ

たのですが、その歌声は職員室まで届いていたそうです。 

よろこびを数えたら 

今月は「パプリカ」を歌っています。各学級で動画を見なが

ら、元気よく声を出しています。振り付けもしながら踊ってい

る子もいて、のびやかな明るさや表現力の豊かさを感じます。

これも音楽のよさだと思います。 

２４日の全校集会で、みんなで歌う予定でしたが、大雨によ

る休校のためできませんでした。実施できる日が楽しみです。 

右の写真はたてわり班での「ふれあいタイム」の様子です。

自己紹介のあと、輪になって歌っていました。 

校長室に戻り、少しお話させていただきましたが、「私もいつまでこんな活動ができるかわか

りません。元気なうちに一人でも多くの方に、お話しができるよう頑張りたいです。」と笑顔で

話される姿が印象的でした。 

命について考える教育週間のしめくくりにふさわしい講話、ありがとうございました！ 

聞けば聞くほど、この歌のよさを感じます。特に、「よろこびを数えたら、あなたでいっぱい」とい

うフレーズがたまらなく素敵だと思いませんか？ 私だけ？ 


